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に
、
あ
る
同
時
代
性
を
、
ま
た
そ
の
命
脈
が
今

日
な
お
、
ニ
ー
チ
ェ
の
い
う
意
味
で
反
時
代
的

0

0

0

0

に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
、
確
信
し
た
。
い
つ

か
、
こ
の
二
人
を
結
ぶ
線
を
引
き
、
思
考
の
星

座
を
組
み
立
て
る
作
業
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　

本
論
文
の
宛
先
は
、
記
号
や
隠
語
を
玩
び
、

他
人
事
の
よ
う
に
文
革
そ
の
他
に
つ
い
て
延
々

と
お
し
ゃ
べ
り

0

0

0

0

0

し
つ
づ
け
る
だ
け

0

0

の
御
用
学
者

で
は
な
い
。
本
論
文
は
、
日
本
語
を
解
し
、
お0

の
れ
を

0

0

0

規
定
す
る
歴
史
を
疎
か
に
せ
ず
、
そ
し

て
他
人
事
で
は
な
く
、
ほ
か
な
ら
ぬ
お
の
れ
を

変
革
す
る
意
志
を
備
え
た
、
い
わ
ゆ
る

0

0

0

0

「
左
」

か
ら
距
離
を
と
る
立
場
を
も
含
め
た
す
べ
て
の

革
命
的
活
動
家
・
具
体
的
実
践
者
た
ち
に
、
宛

て
ら
れ
て
い
る
。 

執　
筆　
者　
紹　
介
（
掲
載
順
）

佐
藤
正
人
（
さ
と
う
・
し
ょ
う
じ
ん
）

一
九
四
二
年
オ
タ
ル
生
ま
れ
。
三
重
県
木
本
で
虐
殺
さ
れ
た

朝
鮮
人
労
働
者
（
李
基
允･
裵
相
度
）
の
追
悼
碑
を
建
立
す

る
会
、
紀
州
鉱
山
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
会
、
米
空
母
に

反
対
す
る
市
民
の
会
、
海
南
島
近
現
代
史
研
究
会
の
会
員
。

藤
井
幸
之
助
（
ふ
じ
い
・
こ
う
の
す
け
）

一
九
六
一
年
高
槻
市
生
ま
れ
。
在
日
朝
鮮
人
史
・
民
族
ま
つ

り
／
マ
ダ
ン
研
究
。
神
戸
女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。
コ
リ

ア
ン
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
研
究
会
世
話
人
。
在
日
韓
人
歴
史
資

料
館
調
査
員
。
ア
プ
ロ
ハ
ム
ケ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
阪
（
朝
鮮

学
校
友
の
会
）
事
務
局
。
編
著
書
『
あ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
家

族
の
物
語　

つ
な
い
で
、
手
と
心
と
思
い　

絵
と
物
語
で
読

む
在
日
100
年
史
』（
ア
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
）
な
ど
。

小
野
俊
彦
（
お
の
・
と
し
ひ
こ
）

一
九
七
四
年
北
九
州
生
ま
れ
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
。
未

組
織
貧
民
。
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
単
位
取

得
退
学
（
朝
鮮
戦
争
期
の
北
九
州
に
お
け
る
港
湾
労
働
社
会

史
等
を
研
究
）。
二
〇
〇
六
年
に
誰
で
も
一
人
で
も
不
安
定

で
も
入
れ
る
労
働
／
生
存
組
合
「
フ
リ
ー
タ
ー
ユ
ニ
オ
ン
福

岡
」
を
組
織
、
一
〇
年
三
月
脱
退
。
エ
ッ
セ
ー
に
「「
プ
レ

カ
リ
ア
ー
ト
」
に
工
作
を
」（
本
誌
第
二
号
）、「「
フ
リ
ー

タ
ー
」
か
ら
「
民
衆
」
へ
」（
本
誌
第
三
号
）
な
ど
。

崔
真
碩
（
ち
ぇ
・
じ
ん
そ
く
）

一
九
七
三
年
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
、
東
京
育
ち
、
広
島
在
住
。
訳

者
／
役
者
。
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
准
教
授
。

テ
ン
ト
芝
居
「
野
戦
之
月
海
筆
子
」
の
役
者
。
編
訳
書
に

『
李
箱
作
品
集
成
』（
作
品
社
）、
主
な
出
演
作
に
野
戦
之
月

海
筆
子
『
変
幻
痂
殻
城
』（
二
〇
〇
七
年
七
月
東
京
、
九
月

北
京
）、
主
な
エ
ッ
セ
ー
に
「
影
の
東
ア
ジ
ア
」（『
残
傷
の

音
』
岩
波
書
店
）、「
野
戦
之
月
海
筆
子
に
な
る
」（
本
誌
第

二
号
）、「
腑
抜
け
の
暴
力
」（
本
誌
第
三
号
）
な
ど
。

太
田
直
里
（
お
お
た
・
な
お
り
）

一
九
七
九
年
京
都
生
ま
れ
。
京
都
造
形
芸
術
大
学
で
染
織
を
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学
び
な
が
ら
音
楽
活
動
を
す
る
中
で
、
社
会
運
動
に
興
味
を

も
つ
。
音
楽
で
芝
居
に
関
わ
り
、
以
降
、
自
ら
芝
居
を
創
る

こ
と
を
試
み
る
。
作
・
出
演
『
あ
さ
や
け
や
け
て
』（
西
部

講
堂
）、
井
上
譲
と
共
同
作
・
出
演
『
夢
が
さ
め
た
ら
』（
長

居
公
園
）、
作
・
出
演
『
夜
光
客
』（
ミ
ッ
ク
）。
主
な
エ
ッ

セ
ー
に
「
排
除
さ
れ
る
者
の
表
現
」（
本
誌
第
二
号
）
な
ど
。

現
在
、
野
戦
之
月
海
筆
子
に
て
活
動
中
。

高
田
里
惠
子
（
た
か
だ
・
り
え
こ
）

一
九
五
八
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
、
同
大

学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
ド
イ
ツ
文
学
専

攻
。
桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
。
著
書
に
『
文
学
部
を

め
ぐ
る
病
い
』（
ち
く
ま
文
庫
）、『
グ
ロ
テ
ス
ク
な
教
養
』

（
ち
く
ま
新
書
）、『
学
歴
・
階
級
・
軍
隊　

高
学
歴
兵
士
た

ち
の
憂
鬱
な
日
常
』（
中
公
新
書
）
な
ど
。

キ
ム　
チ
ヨ
ン
ミ
（
金
靜
美
）

一
九
四
九
年
大
阪
生
ま
れ
。
三
重
県
木
本
で
虐
殺
さ
れ
た
朝

鮮
人
労
働
者
（
李
基
允
・
裵
相
度
）
の
追
悼
碑
を
建
立
す
る

会
、
紀
州
鉱
山
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
会
、
海
南
島
近
現

代
史
研
究
会
の
会
員
。
東
ア
ジ
ア
史
研
究
者
。
著
書
に
『
中

国
東
北
部
に
お
け
る
抗
日
朝
鮮
・
中
国
民
衆
史
序
説
』『
水

平
運
動
史
研
究　

民
族
差
別
批
判
』『
故
郷
の
世
界
史　

解

放
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
』（
い
ず
れ
も
現
代
企

画
室
）
な
ど
。

キ
ム
・
ヨ
ン
イ
ル
（
金
泳
逸
）

一
九
八
三
年
東
京
生
ま
れ
。
元
・
模
索
舎
々
員
。
フ
リ
ー

タ
ー
全
般
労
働
組
合
議
長
。
よ
こ
は
ま
シ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
執

行
委
員
（
専
従
）。
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
。

ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
に

参
加
、
自
ら
が
加
入
し
て
い
る
組
合
に
限
定
せ
ず
労
働
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

玉
川
晴
野
（
た
ま
が
わ
・
は
る
の
）

大
阪
在
住
。
在
日
韓
国
人
三
世
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
社
員

を
し
て
は
、
金
の
続
く
限
り
ひ
き
こ
も
り
、
金
が
尽
き
た
ら

ま
た
バ
イ
ト
、
を
繰
り
返
す
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

「
花
猫
ぶ
ろ
ぐ
」http://d.hatena.ne.jp/hananeko51/

「
花
猫
が
ゆ
く
」http://hananeko.hanam

izake.com
/

吉
田
一
平
（
よ
し
だ
・
い
っ
ぺ
い
）

一
九
七
六
年
京
都
生
ま
れ
。
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
地

元
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
活
動
。「
対
テ
ロ
戦
争
」
に

抗
議
す
る
た
め
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
反
戦
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

を
企
画
、
二
〇
〇
四
年
・
二
〇
〇
五
年
に
は
京
大
西
部
講
堂

で
も
開
催
。
そ
の
後
「
反
戦
と
生
活
の
た
め
の
表
現
解
放
行

動
」
に
て
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
の
一
翼
を
担
う
。
二
〇
〇
八
年

木
の
根
に
て
バ
ン
ド
「R

adical Tea Party

」
と
し
て
「N

o 

G
8!

三
里
塚
ラ
イ
ブ2008　

R
eturn of G

EN
YA

SA
I

」
に
出

演
。
論
文
に
「
音
楽
と
空
間
の
弁
証
法
」「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」

「
排
外
主
義
に
抗
す
る
」
な
ど
。

千
坂
恭
二
（
ち
さ
か
・
き
ょ
う
じ
）

一
九
五
〇
年
大
阪
生
ま
れ
。
思
想
史
。
本
誌
編
集
委
員
。
著

書
『
歴
史
か
ら
の
黙
示
』（
田
畑
書
店
）、
共
著
『
ド
イ
ツ
・

ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
を
読
む
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）、
論
文

に
「
総
破
壊
の
使
徒
バ
ク
ー
ニ
ン
」「
ニ
ー
チ
ェ
、
悲
劇
の

誕
生
と
ア
リ
ア
ド
ネ
」「
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
と
物
象
化
論
」

「
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
」「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン

ガ
ー
の
体
験
」「
蓮
田
善
明
・
三
島
由
紀
夫
と
現
代
の
系
譜
」

「
一
九
六
八
年
の
戦
争
と
可
能
性
」（
本
誌
創
刊
号
）、「
内
的

体
験
と
し
て
の
暴
力
」（
本
誌
第
三
号
）
な
ど
。

ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ
（A

lain Badiou

）

一
九
三
七
年
モ
ロ
ッ
コ
の
ラ
バ
ト
に
生
ま
れ
る
。
哲
学
者
、

劇
作
家
、
小
説
家
。
高
等
師
範
学
校
（
E 

N 

S
）
に
学
び
、

パ
リ
第
八
大
学
、
国
際
哲
学
学
院
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
現

在
も
執
筆
活
動
を
続
け
る
。
主
著
に
『
主
体
の
理
論
』『
存

在
と
出
来
事
』『
諸
世
界
の
諸
論
理
』（
い
ず
れ
も
ス
ィ
ユ
社
）

な
ど
。
日
本
語
訳
書
に
『
ド
ゥ
ル
ー
ズ
』『
倫
理
』『
聖
パ
ウ

ロ
』（
い
ず
れ
も
河
出
書
房
新
社
）、『
哲
学
宣
言
』『
世
紀
』

（
い
ず
れ
も
藤
原
書
店
）、『
ベ
ケ
ッ
ト
』『
サ
ル
コ
ジ
と
は
誰

か
』（
い
ず
れ
も
水
声
社
）
な
ど
。

松
本
潤
一
郎
（
ま
つ
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

一
九
七
四
年
東
京
生
ま
れ
。
同
人
誌
『
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
』
寄

稿
者
。
翻
訳
書
に
ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ
『
倫
理
』『
聖
パ
ウ

ロ
』、
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
『
イ
ラ
ク
』『
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
／
毛
沢
東
』、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス
『
異
邦
の
身

体
』、
ピ
エ
ー
ル
・
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
ー
『
か
く
も
不
吉
な
欲

望
』（
い
ず
れ
も
共
訳
、
河
出
書
房
新
社
）、
バ
デ
ィ
ウ
『
世

紀
』（
共
訳
、
藤
原
書
店
）、
ピ
ー
タ
ー
・
ホ
ル
ワ
ー
ド
『
ド
ゥ

ル
ー
ズ
と
創
造
の
哲
学
』（
青
土
社
）
な
ど
。
論
考
に
「
自

然
と
そ
の
倒
錯　

黒
田
喜
夫
の
離
接
的
綜
合
」（『
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
』
二
〇
一
〇
年
一
月
臨
時
増
刊
号
）
な
ど
。『
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
』
近
刊
号
に
「
ひ
め
や
か
な
奇
跡　

キ
プ
リ
ン
グ
の

い
く
つ
か
の
短
編
に
触
発
さ
れ
て
」
を
掲
載
予
定
。
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